電気工学概論（4M専門科目）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

科目名：電気工学概論（英文科目名：Introduction to Electrical Engineering）

　　　　2単位　選択　機械工学科４年　通年

担当教官：三田純義　（居室：機械工学科棟２階）

　　　　　Tel: 0285-20-2203    E-mail: mita@oyama-ct.ac.jp
授業キーワード：直流回路、電流、磁気、電磁誘導、交流、モータ、サーボ機構

授業目的：

１．直流回路の基礎力は電気技術の基礎となるので、計算力も含めた基礎力をつける。

２．機械の動力源として広く使われているモータのしくみ・原理・取り扱いと関連させて、電磁気の基礎、交流回路を学ぶ。
達成目標：

１．直流回路の計算ができる。

２．電流と磁気、電磁誘導現象の関連を説明できる。

３．簡単な交流回路の計算ができる。

４．モータのしくみ・原理・取り扱いを説明できる。

・・・プログラムの学習・教育目標： (A)

JABEE基準1の（1）との関係： (d), (g)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：高橋　寛　監修、増田英二　編著　　わかりやすい電気基礎、パワー社（2003）
参考書：

１．１・２学年で履修した物理の教科書
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

モータを核として、直流回路、電磁気、交流の電気に関する基礎理論を学ぶ。

１．機械とモータ－（１週）

２．直流回路の基礎

直流回路、電源と負荷、電流/電圧/抵抗－（２週）

抵抗の直並列回路－（３週）

ｷﾙﾋﾎｯﾌの法則－（１週）

［前期中間試験］

電流の熱作用と電力－（２週）

３．電磁気の基礎

電流と磁気－（３週）

電磁誘導－（３週）

［前期末試験］

４．直流モータ

モータのしくみと原理、特性－（２週）

５．交流の基礎と交流モータ

交流回路、正弦波/大きさ/周波数/周期－（１週）

交流の電力、交流の最大値/実効値/位相－（１週）

抵抗、コイル、コンデンサと交流－（１週）

抵抗、コイル、コンデンサの直列回路－（２週）

［後期中間試験］

三相交流－（１週）
回転磁界と交流モータ－（２週）

電磁リレーによる交流モータの制御－（２週）

６．ステッピングモータ

ステッピングモータのしくみと回転原理－（１週）

抵抗とコイルの直列回路のパルス信号に対する過渡応答－（２週）
［学年末試験］
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

つぎの２項目の加重平均によって評価する。
1． 定期試験（８０％）
２．授業の区切りごとに行う小テスト（２０％）
連絡事項：

１．演示をまじえ、現象を観察しながら、機械技術と関連させて、電気技術の基礎を指導する。

２．予習―前の授業時間に指示されたところを読んでおくこと。

授業―講義内容を理解し，演習問題を確実に解けるようにすること。

復習―演習のプリントの問題を解くこと。

３．機械技術に必要な電気に関する知識や理論を学習する科目であり、電子工学や制御工学と関連する。

４．電気工学は機械設備を扱う機械技術者にとっての基礎となります。電気は苦手だと逃げないで，基礎力をつけてほしい。
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